
留学費⽤

語学⼒

1. どのような準備をしましたか。
芸⼯サポーターでの活動などを通じて、九⼤に来ている留学⽣と積極的に交流を図ったほか、国際プログラム内で
⾏われた英語を使ったアルバイトをして、実践的な英語を⾝につけた。
2. 出発時点のＴＯＥＦＬ等の公的試験の最終得点は、何点でしたか。
試験の名称︓（　　　　　　TOEFL iBT　　　　　　　　）
スコア︓　（　　　　　70　　　　　　　　）点
3. 現地⽣活を開始した当初についてお尋ねします。
①⽇常⽣活の⾯で外国語能⼒は⼗分でしたか。
　    ほとんど困らなかった。
　    すこし困った。
　    かなり困った。
　    全く何もわからなかった。
②⽇常⽣活でおおむね困らなくなるまで何ヶ⽉ぐらいかかりましたか︖
　　　　　　　（ 　4　　 ）ヵ⽉ぐらい
4. 現地での⼤学の授業を受け始めたとき、外国語能⼒は⼗分でしたか。
4-1. ①授業を聞いて理解したり、発⾔やプレゼンテーションする場⾯︓
　    ほとんど困らなかった。
　    すこし困った
　    かなり困った。
　    全く何もわからなかった。
②授業でおおむね困らなくなるまで何ヶ⽉ぐらいかかりましたか︖
　　　　　　　（　　2　  ）ヵ⽉ぐらい
4-2. ①授業の準備で⽂章を読んだり、レポートを書く場合︓
　    ほとんど困らなかった。
　    すこし困った。
　    かなり困った。
　    全く何もわからなかった。
②おおむね困らなくなるまで何ヶ⽉ぐらいかかりましたか︖
　　　　　　（ 　0　 ）ヵ⽉ぐらい

1. 留学にかかった総費⽤︓約（    900,000　      ） 円
2. 留学費⽤を負担した機関等を選んでください。（複数選択可）
　□受⼊機関　　■九⼤　　□JASSO　　□奨学財団　　　■私費
　□その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3. 上記私費以外を選択した場合、助成、奨学⾦等の名称︓
　　（　　　　　九州⼤学「海外留学⽀援事業」　海外渡航⽀援　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （  　　　25万      ）  円
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事前⼿続き（ビザ申請など）

ビザ

その他の事前準備

1.　ビザの申請時期は︖
               　   出発前　　       ⼊国時　           その他（　　　　　　⼊国後3ヶ⽉以内　　　　　）
2.　取得したビザの種類はなんですか︖　（　　　学⽣ビザ　（Aufenthaltstitels)　　　　　　　　）

3.　ビザの申請先はどこでしたか︖
　　　　（　　　　　　　　現地市役所（通常は外⼈局）　　　　　　　　　）

4.　ビザ取得までの所要⽇数は︖　　　　　（　　　80　　　　　）⽇

5.　申請に必要な書類を教えてください。
保険加⼊証明書、住⺠登録証、パスポート、収⼊証明書、顔写真
6.　⼿続き⽅法　　　□オンライン申請　　■窓⼝申請　　　□郵送申請　　□代⾏申請
・⼿続きするにあたり注意すべき点、困ったこと等があれば教えてください。
市役所の⼈は英語を話してくれない他、申請の予約を取るためにメールで連絡しても返信は来ない、電話をかけ
てもなかなか出てくれない、直接訪れても予約がないとダメだと⾔われ、市役所のフロントで追い返されてしまいま
す。また申請後も郵便で送られてくる書類がうまく届かなかったりします。僕を含め、周りの⽇本⼈は全員ビザのこと
で留学期間中ずっと悩まされ、旅⾏の予定や帰国の⽇程をキャンセルまたは、変更せざるを得なくなりました。とに
かく時間がかかるのと、⼤変苦労する作業なので、早め早めに⾏動し、留学先の先⽣を頼りにすることをおすすめ
します。
その他、済ませておきべき準備があれば記⼊してください。（現地での現⾦調達準備、携帯電話購⼊、荷物運
送など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SIMカードの購
⼊、ドイツの保険加⼊、VISA、MASTERなどのクレジットカードの申請

留学時に関しての質問

履修登録・単位認
定

1. 出発前に履修登録はできましたか。（             はい　　          いいえ）
2. 到着後の履修科⽬の変更・追加はできましたか。
　　　　　　　　　　（  　　　　　 はい 　           　 いいえ  ）
　　「はい」の場合、どのような⽅法で変更・追加しましたか。
       □窓⼝　　　□電話　　 □FAX　　■インターネット　　 □郵送  　□メール
       □その他︓（   　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

3. ⼀学期あたりの履修科⽬・単位数は︓（　　6　　　） 科⽬　　（　　　22   ） 単位
　　　　　　　（  　　　多すぎた　　　　　ちょうど良かった 　　　　　　　■少なかった  ）
4. 履修登録に関するカウンセリング等はありましたか。
　　　　　　　　　　　　　　　（  　　　　 はい 　 　　　　　 いいえ  ）
　　　「はい」の場合、具体的にどのようなものでしたか。

5. 留学先での単位認定はありましたか。（ 　　　　　　 はい   　　　　　　　　　 いいえ  ）
　　　「はい」の場合、認定された科⽬・単位数︓ （ 　　　　　）　科⽬（  　　　　　） 単位
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授業内容

Future Lab2 4 6

Social Startups 4 6

Courege to design for good 1.5 4

④試験︓基本的に語学の授業以外は、試験がなく、代わりにプレゼン、レポートを提出する形式だった。

1. あなたが履修した科⽬の概要・内容などを具体的に教えてください。
　　　　　　　（授業科⽬名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（週当たり時間数)(取得単位数）

・語学⾯の習得に努⼒した点や、専⾨分野での進歩につながる点などを記述してください。
臆せず、下⼿でもいいからとにかく喋る機会を増やし、語学⼒向上を図った。やったことのないことや、使ったことのな
いアプリケーションソフトをそれらを得意とする友⼈から教わり、また、⾃分が得意とする分野においてはこちらが教え
る⽴場となり、相互に教えあうことで理解を深め、幅広いデザイン知識を⾝につけようとした。

2. 学年暦（学期・休暇）と現地での授業スタイル、予習・復習、試験等の準備について具体的に教えてくださ
い。
①学年暦︓授業開始/終了⽇を教えてください。
 　   Semester   　Ⅰ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）  Ⅱ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）
　    Quarter　 　　Ⅰ（　　10/1　　　-　　12/2　　）　Ⅱ（　　　12/5　　-　　　2/3　　）
    　　　　　　　 　 　Ⅲ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）　Ⅳ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）

②授業スタイルはどのようなものでしたか︖
　　　　講義　　　　　　演習　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　１クラス⼈数　　（　　　１６　　　）⼈
　　気づいたこと︓授業外でのグループワーク、個⼈ワークが授業のメインであり、授業時間内では、それぞれのグ
ループが他のグループと教授に向けて、授業時間外でどんな進捗があったかを発表するスタイルだった。

③予習・復習について︓上記のように授業時間外の予習、復習がメイン。
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学内施設・環境等

交通事情と留意点

4. ⼤学内は安全でしたか。
                 　（ □九⼤より安全 　 ■九⼤と変わらない 　 □あまり安全ではない  ）
・あまり安全ではないと感じた点は、どんなところですか
特にない。
・学内で安全について特に気をつけていたことはありますか。　安全だったので、九⼤で⽣活しているときと同じように
貴重品等の忘れものに気をつけるぐらい

1. 通学などに関しての交通事情や留意点について記⼊してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DBが
運営している電⾞は遅れやすい。S-Bahnやトラム、バスは遅れが発⽣しにくく使いやすい。改札はないが、電⾞、
バス内でチェックされたときに、チケットを持っていないと罰⾦が発⽣するので注意。

医療事情

1. 渡航前、海外留学⽣保険には加⼊しましたか　（  ■した  　□しなかった）

加⼊した保険名︓（　　学研災付帯海学　　　　）

保険料︓約 （　　　30,000　　　　） 円

2. 渡航先の医療保険には加⼊しましたか　（　■した　□しなかった　□強制加⼊）

保険料︓約 （　　　　　100,000　　　　） 円
・留学先の医療情報︓

③ 図書館   （□利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　■利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

④ 運動施設  　（□利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　■利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓このキャンパスにはなかった。

⑤ 学⽣⾷堂  　（□利⽤しやすい 　■ 普通  　□利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

⑥ クリニック/ヘルスセンター
 　              　（□利⽤しやすい 　□ 普通   □利⽤しにくい　■利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

⑦ 学内通信環境    （□利⽤しやすい 　■ 普通  　□利⽤しにくい）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

1. International Office のサポート体制
       （■利⽤しやすい 　 □普通  　□利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
具体的に︓ビザの申請や住居探しなどで助けてもらった。

2. 留学先⼤学の教員のサポートについて（コミュニケーションはうまくとれていましたか︖）
具体的に︓教員は親切で、コミュニケーションもうまく取れていたと思うが、⼩さい⼤学であったためにサポート体制
が整っているとは⾔えなかった。

3．各学内施設の使いやすさについて記⼊してください。また、利⽤可能時間や具体的な利⽤⼿続き⽅法をそ
れぞれ記⼊してください。
① ⼯房　　　（□利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　■利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

② プロジェクトルーム、研究室などの作業スペース
　　　　　　　　（□利⽤しやすい 　□ 普通  　■利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

4



居住環境

（⽣活費の内訳/⽉平均）

⽇本から持参した⽅
がよいもの（PCや変
圧器の要不要も）

お⾦の管理や受け
取りについて

通信事情

インターンシップ

その他

インターンシップに関する情報はありましたか
　　　　（　  　はい  　　  　いいえ　  　  　わからない　）
・具体的な情報があれば教えてください。

課外活動・学外交流などについて実践したことがあれば、記⼊してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　⽇本が
好きなドイツ⼈と⽇本⼈が集まるパーティへの参加をして友⼈を作った。

変圧器は基本的に不要

銀⾏⼝座は開設しましたか　（　   　    はい    　　       いいえ　）
・どのような⼿続きが必要でしたか︖
アプリ上での申請、英語⾯接（本⼈確認の他、他⼈から依頼されて⼝座開設しようとしていないか、など詐欺に
⽤いられないかどうかチェックのためでした。）
・その他、使い勝⼿の良い⽅法があれば教えてください。
N26というオンラインバンクが⾮常に使い勝⼿が良いです。

⽇本への主な通信⼿段について (複数回答可)
　　□E-メール  □電話　 ■SNS　□スカイプ等無料通話サービス
・お薦めできる⽇本への通信⽅法はありますか。　LINE

治安状況（学外）

渡航先の治安は
　（□⽇本より良い 　□⽇本と変わらない 　■⽇本より悪い 　□⽇本よりかなり悪い）
・特に近づかない⽅がよいと感じた地区や場所はありましたか。　中央駅および周辺は物乞いが多く、酔っ払いも
多いので夜間の外出はできれば避けた⽅が良い。また、ライン側東側の地域の治安は良くないと聞いた。

　　　寮︓（　　　　　　） ⼈部屋（1 ⽇　　  ⾷付）、　　　　　     ホームステイ
　　　⺠間アパート　      その他（   　　    　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　）
・住居はどのようにして探しましたか。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フラット
メイト募集アプリやサイト等で探した。

⽣活費（⽉額）

⽣活費計（　　　　　100,000　　　　）円/⽉

住居費︓約（　50,000　　　　）円、　光熱⽔料︓約（　　　0　　　　　　　）円
⾷  費︓約（　　30,000　　　）円（外⾷の⽬安は 　　2,000　  円/回）
通信費︓約（　　5,000 　）円（現地および⽇本の携帯電話、インターネット)
交通費︓約（　　0　　　　　）円、
その他（具体的に　　　旅⾏など　　　　　）︓約（　　　20,000　　　　）円
学費･寮費以外に⼤学へ納⼊するもの（あれば）　（　　　　　　　　　　　　）円/⽉
（徴収された費⽤の名⽬を具体的に︓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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留学の感想

今後の進路予定

2.　留学先での⽣活全般に関することで、困った点や改善してほしかった点、またそれに対する改善案があれば、
記⼊してください。　とにかく家探しとビザの取得が⼤変すぎることです。どちらも⼤学に頼っても、語学的なサポート
ぐらいしか受けることができないので、ケルン応⽤科学⼤学専⽤の寮の設置や、ビザを⽇本にいる間に申請できる
ような体制づくりを希望します。

　　　就職　　（　　　　年　　　　⽉）から
　　　⼤学院進学
　　　　（　2024　　年　　 4 ⽉）から　（　　　九州⼤学⼤学院　　　  芸術⼯学府/研究科）
　　　その他　（具体的に︓　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

帰国後に関しての質問

1.   留学したことによる成果と課題を教えてください。
①成果　語学⼒とデザインスキルが⾝についたこと、⾃分の可能性を広げることができたことです。留学前は、英語
で喋ることに難しさや怖さを感じていたが、それらがなくなり、⽇本でも積極的に英語で話す機会を作りたいと思え
るようになった。デザインスキルについては、幅広いデザインフィールドを専⾨とする⼈たちに触れ、それらを少しずつ
学び、吸収することができたと思っているので、⾃分が⽬指す、分野にとらわれないデザイナーという⼀つに⽬標に
近づきました。ケルンは移⺠が多い地域で、留学⽣も多く、ドイツ⼈以外にもたくさんの国籍の⼈と関わる機会が
多くありました。そういった⼈たちと話したり、ヨーロッパ諸国を旅⾏し、⽇本とは全く異なる⽂化や⼈々に触れること
で、海外から⾒た⽇本の素晴らしさや海外の国や⼈の好きなところをたくさん⾒つけることができました。海外で働く
可能性や⾃分の興味について考える機会が多くあり、⼤変有意義なものでした。

②課題　語学⼒と社会的、世界的な教養です。まだまだ⽇本語と同じぐらいのレベルでは、英語を話せていない
ので語学⼒をもっとつけたいと感じています。特に雑談をする際に、スラングや、社会的な教養や歴史をもっと知っ
ていれば、さらに会話を楽しめるようになるなと痛感しました。
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